ると、 説明が いる。 

彼 は 二十の 年に 学徒 兵で 出征して、 日本の どこかで 

専ら 穴 掘り を やって いるう ちに 戦争が すんだ。 浅 草の 

生家へ 戻って みると 焼 野原で、 たった 一人 生き残った 

母親 は、 い つの まに やら 屋台店の ォデ ン屋の 女房に 早 

変り していた。 

「オヤ、 お前 かえ。 無事で 帰って きたの。 こっち は、 

みんな 死ん じ やった よ」 

と オフ クロ は 面白く もな さそうな 顔 を あげ、 ちょ ッ 

と 仕事の 手 を 休めて 言った y けであった。 

馬吉は 見上げた オフ クロ だと 思った。 別に ママ 母で 



敗戦の 苦しみて えこと を 知らね えの か。 バチ アタリ 

め」 

「ァ レ。 心得て いる クセに ムリな ことい つてる よ。 配 

給 じ や 生きられ ねえから、 ここの 商売が もってる くせ 

に、 いけね えな ァ。 キ マリの 悪い 思い をさせる よ」 

そ y J で 新し い オヤ ジと オフ クロが 額 を あ つめて 秘密 

会議 を ひらいた。 無給で コキ 使っても、 ひき 合わない 

からで ある。 バラ バラに きざんで、 隅 田 川へ 捨てる、 

という ヮケ にも 行かない。 よく 切れる 庖丁 も ある こと 

だし、 馬みたい の もの だが、 馬の ように 怒って 蹴とば 

す 心配 もない の だが、 戦争に 負けても、 刑務所な どゝ 



ちる ほかに 手 はねえ や。 だから ボク だって、 覚悟 をき 

めて 百姓のお 知 耳さん になって、 ボクは 下った ッ モリ 

だった けど、 これが マチ ガイです よ。 だから、 また、 

下らなき やい けない。 狸 劇団へ 身 を やつす。 退歩 主義、 

必死の 思いです よ。 たのみます」 

「ふざける ない」 

「ふざけち や いないよ。 なんでも、 やる からね。 役者 

でも、 道具方で も、 ハヤシ 方で も、 選り好み はしない 

よ。 あんな もの、 ちょ ッと 稽古す り や 出来る だろう。 

なんなら、 あなたの 書生で もい、 よ。 メシを 食わして 

寝かして くれり や、 なんでも、 やら ァ。 この 小 g の 火 



の番 やろう か。 ちゃんと フ トン 持って きたから、 舞台 

の マンナ 力へ 寝かして くれり や、 なんでも ないじ やな 

ヽ i I 

レカ」 

「ふうん」 

といって 品 川 一平 は ソッポ を 向いた が、 彼 は 心眼に 

よって、 馬吉の 非凡な ところ を 見抜いた ので ある。 よ 

ほど のバ 力で なければ 出来な い ショ— バイと いう もの 

が ある もの だ。 然し、 バカは メッタ にいない ものな の 

である。 一 平 は 女房に 逃げられて、 雑事に 不自由して 

いたので、 とりあえず 下男 代りに コキ 使う ことにした 

が、 さすがの 彼の 心眼 も、 馬吉の 胃袋 を 見破る ことが 



天地の 声が 入り乱れて 悶える ので ある。 

「いよ ゥ。 馬ち や ァん。 待って ました ッ」 

と、 声が かかった こと も 有った から、 馬吉も ゾクゾ 

ク した。 うけた といっても 一瞬の 夢の 素人の 悲し さ、 

あとが つ、 V かない。 

品 川 一 平 も 心眼が 狂って いた ことに 気がついた。 

「テ メェは 役者 は 見込みが ないから、 道具方の 下働き 

なら 使って やる。 然し、 テメェ のよう な 大メシ 食らい 

は ゥチへ 置け ねえから、 今日 かぎり、 ほかへ ネグラ を 

さがしな よ」 

「そんなの ムリ だい」 



「なにが ムリ だい。 配給 もない くせに 一 升 メシを 食ら 

いやがって、 こっちが 持た ねえよ。 上野の 地下道へ 行 

き や、 なんとかなら ァな、 退歩し ろよ」 

「いけない よ。 地下道に 米 は 落つ こって やしない じ や 

な レカ」 

「テメ ヱの 食い 分 は テメェ でなん とか しゃがれ。 そこ 

まで 人が 知る もんか」 

と、 追いだ されて しまった。 なるほど 品 川 一平の 説 

は 正論で ある。 馬吉は 正論に 対して は 感服 を 忘れぬ 男 

であるから、 なるほど、 もっとも 至極で あると 思った _ 

然し、 感心して ばかり も いられな いから、 一座の 誰彼 



そこ は 男よりも 女、 女優 を 一 人 一 人 訪問して、 弁当 を 

一 つまみず つ 分けても らう。 女と なめる と大 マチ ガイ。 

「なにい つて やんだ い。 オタ ンコ ナス」 

と大 姐さん に アグラ を か、 れて タン 力 を きられる 始 

末。 チン ビラが たった 二人、 いまいま しそうに パンの 

切れつ ばし を 分けて くれた だけであった。 

彼 は 昔からの 習慣で、 幹部 女優の 部屋へ 行って 隙 を 

うか > つ ている ので ある。 なぜなら、 男優の 奴ら はシ 

ミツ タレで タバ コを パイプで 根元まで ジ ュ ゥ/^ 吸う。 

さすがに 女 は パイプな ど は 用いない。 ボイと 吸い さし 

を棄 てると ころ を 待って ましたと 拾う。 拾う だけなら 



ンチク を 傾けての 合成 品、 へッ ピリ 腰で 踊り まくり、 

一同が 引つ こんでから も、 一人 残って 熱演。 幕が 下り 

ると、 幕 を かきわけて、 天地 陰陽 とりまぜての 歌謡曲。 

みんな ゲラく 笑って いる。 

馬吉は 胸に 掌 を 組み合せて、 小首 を かたむけて、 ご 

挨拶。 

「ヱ—。 皆様 ォ ナジ ミの珍 優、 ノド 自慢の 馬吉、 一言 

ぢ へお、. 

御 挨拶 申 上げます。 当 劇団 も 追々 とお 引立て を 蒙り 

細々 ながら 経営 をつ y けて おります ところ、 座長、 幹 

部 俳優と もな り ますれば、 ゴヒ ィキは 有難い もの、 物 

資 不足の 当節 にも拘らず、 色々 と 差 入れが ありまして、 



こすげ 

小菅の 大臣な みに 幸せ を 致して おります。 しかるに 不 

肖ノド 自慢の 馬吉 ほどの 逞しき 男性 も、 珍 優と いう 

ばッ かりに、 世に 誰 一人と して 差 入れて 下さらない。 

ァァ、 実に 残念、 悲しみの 極みで あ ー る。 妖しく も 燃 

ゆる 血よ。 ボクは 切ないです。 やさしき 乙女の ご 後援 

を 待望いた しま ァす。 キヤ— ッ」 

というの は、 誰か y リン ゴを 投げて、 彼の 下腹部に 

命中した ので ある。 馬吉は ゥムと 唸って、 ォ猿 サンの 

ように 膝 を だいて すくんだ なり、 動け なくなつ てし 

まった。 これ は 芝居で はない。 数名の 座員に 襟 クビを 

とって 舞台裏へ ひきずりこまれても、 ォ猿 サンの 姿勢 



「よせ やい。 ふざけるな」 

と、 つきとばされて しまった。 

「なんだい。 ひで えな。 ゲラ /\ 笑って いたくせ に、 

感謝の マ ゴコロ を ヒレ キ すれば、 つきとばす なんて、 

面白くな いよ。 ォレ だって、 あんな こと はしたくない 

よ。 然し、 あの ほかに、 やる とすり や、 泥棒 か 人殺し 

じ やない か。 男 だって、 パン 助 もやり たくな ろう じ や 

なレ 力」 

「バカ 野郎。 舞台の 上から チヨ イトなん て パン 助い る 

> ヽ I 

力 レ」 

「あんな ことい つてら ァ。 天下の 往来の 方が、 なお、 



「よしや がれ。 消えて 失せろと いったら、 分らね えの 

ゝ I 

力」 

馬吉は あきらめて 歩き だした。 どうも 仕方がない。 

どうせ 盗むなら、 勝手 知った る この 小屋が 心 易くて い 

いの だが、 監視 厳重 だから、 どうに もなら ない。 出口 

に 楽屋 番が 睨みつ けて、 早く 出て 行けと いう 気勢 をす 

さま じく 示して いる。 

「な ァ、 オイ。 ヨシ ミじ やない か。 いくらか 包んで く 

れ ねえ か、 センべ ッょ。 恩に きる よ」 

どうせ ムダと は 分つ ている が、 思う こと は 言つ てみ 

る 必要が ある。 楽屋 番は 返事の 代りに 裏口の 扉 を あけ 



いる 必要がない ので ある。 馬吉は ャャと 驚き、 慌て、、 

オハ チを 両手で だいた。 もうち ょッと 食べる ゴ ハンが 

残って いたから である。 

「ちょ ッと 待った。 ちょ ッと、 待った。 相 済まん。 

待って くれ なきや、 いけない よ。 五分 早く 怒った つて、 

結局 おんな じこと だからな」 

彼 は 急いで メシを 茶碗へ ギュ —- ^押して つめこん 

だ。 そこへ 箸 を 突っ立て、 オシ ンコの 皿 を 片手に 部屋 

の 片隅へ 待避した。 

「五分お そく 怒った つて、 おんな じ 理屈 じ やない か。 

辛抱し なよ。 食慾 ッて もの は 仕方がな いよ。 戦地 じ や 



ンコ だけど、 ちょ ッと、 まずい ね。 睨まれて るから、 

気のせい かも 知れね え や」 

馬吉 はよう やく メシを 食い 終って、 ャ カンの 水 を 茶 

碗に ついで ガブく のんだ。 

一平 は 張 合いがぬ けて、 怒る 気持 も 薄れて いたが、 

そこ は 芝居 商売、 怒る 型に 心得が あるから、 ゆるみが 

ない。 

「ャ ィ、 この 野郎、 ふざけ やが つて」 

和服なら 尻 を まくって、 ハッタと 睨む まえる ところ。 

「おい、 かんべん しろよ。 メシを 炊いて 食った、 V けで、 

泥棒した わけ じゃァ ないから な。 もっとも、 これから、 



「チ エツ。 だましち や、 いけない よ。 ォレ だって、 今 

は 真剣なん だからな。 さっきまで、 そこん とこへ 気が 

つかな かったん だ。 それ は、 たしかに、 退職 手当と い 

う もの はくれ なきや、 いけない よ」 

また、 パン パンと 張り 手が なった。 張り 手に 力が こ 

もった ので、 ぶたれ ると、 馬吉の 首が ダラ/^ ゆれる _ 

彼の 目が、 ゆれながら、 ギラ くもえ た。 彼 は 壁に そつ 

て、 グル ダルと 身 を ひいた。 

「くれる もの は、 くれ なきや、 いけない よ。 だましち や 

ずるい や。 戦争から、 こっち、 なんだか、 いつも、 だ 

まされて いるみ たいじ やない か。 だから、 人間 は 退歩 



しなき や、 いけね えよ。 エツへ ッへ」 

また、 パン パンと 張り 手が なる。 その 時、 ちょうど、 

庖丁の ある 場所へ 来て いたので ある。 馬吉の 顔が 黒ず 

んで ニヤ リ とした。 ちょ ッと 身が こごんで 立ち あが つ 

た、 V けの ようであった。 出刃 庖丁が 一平の 腹に 剌 しこ 

まれて いたので ある。 

一平が のけぞる と、 馬吉は 落ちついて、 ョ イシ ョ、 

と 言った。 そして 出刃 庖丁 を 両手で グッと 押した。 

人々 が 音 をき きつけて 龃 けつけ た 時、 馬吉は 一平の 

クビへ 出刃 を さしこんで、 いたので ある。 その 時 は、 

もう、 ゆがんだ 顔ではなかった。 ォモ チヤと 遊んで い 
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